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平成23年4月19日

都道府県医師会長　殿

日本医師会長

　　　　原　中勝征

平成23年東北地方太平洋沖地震による災害の被害者の権利利益の保全

等を図るための特別措置について

　さて今般、厚生労働省医政局長より各都道府県知事宛に「平成23年東北地方太平洋沖地震による

災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置について」の通知がなされ、本会に対しまし

ても周知方依頼がありました。

　本件は、「平成23年東北地方太平洋沖地震による災害についての特定非常災害及びこれに対し適

用すべき措置の指定に関する政令」が平成23年3月13日付で交付され、同日から施行されたこと

により、「特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律」の規定の一

部が、同地震による被害に適用されること等になったことを受けたものであります。これらに伴う厚

生労働省医政局所管の法令の適用に係る留意点は、下記のとおりとのことであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

①衛生検査技師免許の申請の期間の満了日を平成23年8月31日に延長

②法令に基づき平成23年3月11日から6月29目の間に履行期限が到来する義務を平成2

　　3年東北地方太平洋沖地震により履行されなかった場合に、6月30日までに履行されたと

　きには、履行されなかったことについて、行政上及び刑事上の責任は問われない。

　　例：医療法

　　　　イ）病院等の開設等の届出義務

　　　　ロ）医療法人の事務報告書等の届出義務　　等

　　　　医師法

　　　　イ）臨床研修プログラム変更等の届出等の義務　　等

③医療法人に係る破産手続き開始の決定の留保

　つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただきますとともに、被災県におか

れましては関係医療機関等への周知方よろしくご高配ほどお願い申し上げます。
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社団法人日本医師会会長　殿

厚生労働省医u塞懇
平成23年東北地方太平洋沖地震による災害の被害者の権利利益の保全等を図

るための特別措置について（通知）

　標記につきまして、別紙のとおり各都道府県知事あてに通知しましたので、御了知

いただくとともに、貴団体会員等に対する周知方よろしくお取計らい願います。
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可z1戎123’匂三3月17日

各都道府県知事　殿

“
厚生労働省医政局良1・

≦IZ成23年東北地方太平洋沖地震による災害の被害者の権利利益の保全等を図

るための特別措置について（通知）

　「平成二1一三年東北地方太平洋沖地震による災害についての特定非常災害及びこれ

に対し適用すべき措置の指定に関する政令」（平成23年政令第19号）が（別添1）

のとおり、平成23年3月13日付けで公布され、同rlから施行されたことにより、r特
．定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律」（平成

8年法律第85号。以下「法」という。）（別添2参照）の規定の…部が、平成23年東
北地方太平洋沖地震による災害に適用されることとなりました。

　これを受けて、r特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置

に関する法律第三条第』項の規定に基づき同条第一項の特定権利利益に係る期間の
延長に関し当該延長後の満了日を平成』ニードそ年八月二÷卜一日とする措置を指定する

件」（平成23年3月17i］厚生労働省告示第56号）が（別添3）のとおり、∫IZ成23

年3月171・1付けで公布され、同1≡1から施行されました。

　これらに伴う厚生労働省医政局所管の法令の適用に係る留意、lll（はド記σ）とおりで

すので、御r知の．ヒ、適切な対応方御配慮願います。

　なお、本通知は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の4第1項に規定
に基づく技術的な助言であることを申し添えます。　　　　　　一

記

第1　行政しの権利利益σ）回復』又は保：全のための期間の満了rlの延長について

1　臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律の一部を改II三する法律（平成17年

法律第39号）附則第3条第2項の規定に基づく衛生検査技師免許の申請の期間の

満了11を～iZ成23年8月31日に延長した。



2　1のほか、厚生労働大臣は、その所管する法令上の事務に関し、平成23年東北

地方太平洋沖地震による災害の被害者であって、理由を記載した書面によりその特

定権利利益（法第3条第1項参照）に係る満了11の延長の申出を行ったものに対し

て、平成23年8月31Hまでの期日を指定してその満rrlを延長することができる。

第2　法令上の義務が期限内に履行されなかった場合の責任の免除について

1．法令に基づき平成23年3月1】rlから平成23年6月29riO）1枷こ履行期限が到来
する義務が～IZ成23年東北地方太平洋沖地震により履行されなかった場合において、

当該義務が平成23年6月30rlまでに履行されたときには、当該義務が履行されな
かったことについて、行政上及び刑事」：の責任（過料に係るものを含む。）は問わ

れない。（法弟4条第2項）

2　厚生労働省匿政局所管の法令に係る義務のうち、法弟4条第2項の規定の適用を

受けるものとしては、例えば次のようなものが挙げられる。なお、各々の法令．ヒの

義務に係る法第4条第2項の適用の可否について疑義が生じた場合には、法令に基

づく担当窓口に照会されたい。

（】）医療法（昭和23年法律第205号）関係

　　病院等の開設等の届出義務（第8条、第8条の2第2項、第9条）
　　医療法人の事業報告書等の届出義務（第52条第1項）

　　医療法人の清算人による公告義務（第56条の8第1項）
　　医療法人合併認可後の財産日録及び貸借対照表作成義務（第58条第1項）

　　医療法人の清算人による公告義務（第56条の8第1項）

一（2）　医朗i法　（”召和23年法律筑201号）　関｛系

　　臨床研修プログラム変更等のノ颪i出等の義務（医師法第16条0）2第1項に規

　　足する臨床研修に関する省令（yiZ成14年厚生労働省令第158粉第4条及

　　び第9条）

（3）臨床検査技師等に関する法律（昭和33年法律第76号）関係

　　衛生検査所の登録の変更等の届出義務の免責（第20条の4第3項）

（4）歯科技『1二1：法（昭和30年法律第168号）関係

　　歯科技工所の開設の届出義務（策21条）

（5）あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゆう師等に関する法律（昭和22年法
律箆217号）　関イ系

あん摩マッサージ指圧師、はり

9条の2）

1、きゆう師の施術所の開設の細川義務（策



（6）．柔道整復師法（昭和45年法律第19号）関係

　　柔道整復師の施術所の開設の届出義務（第19条）

第3　医療法人に係る破産手続開始の決定の留保について

1　特定非常災害により債務超過となった医療法人に対しては、支払不能等の場合を

除き、一定の期間（平成25年3月10日まで）破産手続開始の決定をすることはで
　きない。（法第5条）

以上
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こ
の
場
合

　
に
お
い
て
、
当
該
政
令
に
は
、
当
該
特
定
非
常
災
害
が
発
生
し
た
日
を
特
定

　
非
常
災
害
発
生
日
と
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

2
　
前
項
の
政
令
に
お
い
て
は
、
次
条
以
下
に
定
め
る
措
置
の
う
ち
当
該
特
定

　
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該

　
指
定
の
後
、
新
た
に
そ
の
余
の
措
置
を
適
用
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、

　
当
該
措
置
を
政
令
で
追
加
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

　
．
（
行
政
上
の
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
の
延
長
に
関
す
る
措
置
）

第
三
条
次
に
掲
げ
る
権
利
利
益
（
以
下
「
特
定
権
利
利
益
」
と
い
う
。
）
に

第
十
九
編
　
災
害
対
策
　
（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
）
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第
十
九
編
　
災
害
対
策
　
（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
忙
関
す
る
法
律
）

係
る
法
律
、
政
令
又
は
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）

第
七
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
十
八
条
第
四
項
（
宮
内
庁
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
若
し
く
は
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）

第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
の
命
令
若
し
く
は
内
閣
府
設

置
法
第
七
条
第
五
項
若
し
く
は
第
五
十
八
条
第
六
項
若
し
く
は
宮
内
庁
法
第

八
条
第
五
項
若
し
く
は
国
家
行
政
組
織
法
第
十
四
条
第
一
項
の
告
示
（
以
下

「
法
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
を
所
管
す
る
国
の
行
政
機
関

（
内
閣
府
、
宮
内
庁
並
び
に
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二

項
に
規
定
す
る
機
関
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る

機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
長
（
当
該
国
の
行
政
機
関
が
内
閣
府
設
置

法
第
四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
第

二
項
に
規
定
す
る
委
員
会
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
委
員
会
）
は
、

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
特
定
権
利
利
益
で
あ
っ
て
そ
の
存
続
期
間
が
満

了
前
で
あ
る
も
の
を
保
全
し
、
又
は
当
該
特
定
権
利
利
益
で
あ
っ
て
そ
の
存

続
期
間
が
既
に
満
了
し
た
も
の
を
回
復
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
（
以
下
「
延
長
期
日
」
と
い
う
。
）
を
限
度
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
を
延
長
す
る
措
置
を
と
る

こ
と
が
で
ぎ
る
。
　
　
　
　
　
・

一
　
法
令
に
基
づ
く
行
政
庁
の
処
分
（
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
前
に
行
っ

　
た
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
権
利
そ
の
他
の
利
益
で
あ
っ

　
て
、
そ
の
存
続
期
間
が
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
に
満
了
す
る
も
の

三
三
二

　
二
　
法
令
に
基
づ
き
何
ら
か
の
利
益
を
付
与
す
る
処
分
そ
の
他
の
行
為
を
当

　
　
該
行
為
に
係
る
権
限
を
有
す
る
行
政
機
関
（
国
の
行
政
機
関
及
び
こ
れ
ら

　
　
に
置
か
れ
る
機
関
並
び
に
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
限
る
。
）
に
求
め
る

　
　
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
あ
っ
て
、
そ
の
存
続
期
間
が
特
定
非
常
災
害
発
生

　
　
日
以
後
に
満
了
す
る
も
の

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
の
措
置
は
、
告
示
に
よ
り
、
当
該
措
置
の
対
象
・

　
と
な
る
特
定
権
利
利
益
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
項
ご
と
に
、
地
域
を
単
位

　
と
し
浜
当
該
措
置
の
対
象
者
及
び
当
該
措
置
に
よ
る
延
長
後
の
満
了
口
を

　
指
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

3
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
の
措
置
の
ほ
か
、
同
項
第
一
号
の
行
政
庁
又

　
は
同
項
第
二
号
の
行
政
機
関
（
次
項
に
お
い
て
「
行
政
庁
等
」
と
い
う
。
）

　
は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
特
定
権
利
利
益
に
つ
い
て

　
保
全
又
は
回
復
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
満
了
日
の
延

　
長
の
申
出
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
延
長
期
日
ま
で
の
期
日
を
指
定
し
て

　
そ
の
満
了
日
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
　
延
長
期
日
が
定
め
ら
れ
た
後
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
満
了
日

　
の
延
長
の
措
置
を
延
長
期
日
の
翌
日
以
後
に
お
い
て
も
特
に
継
続
し
て
実
施

　
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
国
の
行
政
機
関
の
長

　
又
は
行
政
庁
等
は
、
同
項
又
は
前
項
の
例
に
準
じ
、
特
定
権
利
利
益
の
根
拠

　
と
な
る
法
令
の
条
項
ご
と
に
新
た
に
政
令
で
定
め
る
日
を
限
度
と
し
て
、
当

　
該
特
定
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
を
更
に
延
長
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で

　
き
る
。
．

5
　
前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
箏
由
が
あ

A
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る
場
合
に
お
け
る
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
で
他

　
の
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　
　
　
（
平
一
一
法
一
六
〇
・
一
部
改
正
）

　
λ
期
限
内
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
義
務
に
係
る
免
責
に
関
す
る
措
置
）

第
四
条
　
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
に
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
履
行
期
限

　
が
到
来
す
る
義
務
（
以
下
「
特
定
義
務
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
特
定
非

　
常
災
害
に
よ
り
当
該
履
行
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
も

　
の
に
つ
い
て
、
そ
の
不
履
行
に
係
る
行
政
上
及
び
刑
事
上
の
責
任
（
過
料
に

　
・
係
る
も
の
を
含
む
。
以
下
単
に
「
責
任
」
と
い
う
。
）
が
問
わ
れ
る
こ
と
を

　
猶
予
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
．
政
令
で
、
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起

　
算
し
て
四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て

　
の
免
責
に
係
る
期
限
（
以
下
「
免
責
期
限
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と
が

　
で
き
る
。

2
　
免
責
期
限
が
定
み
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
免
責
期
限
が
到
来
す
る
日
の

　
前
日
ま
で
に
履
行
期
限
が
到
来
す
る
特
定
義
務
が
免
責
期
限
が
到
来
す
る
日

　
ま
で
に
履
行
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
特
定
義
務
が
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
履

　
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
責
任
は
問
わ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

，
3
　
免
責
期
限
が
定
め
ら
れ
た
後
、
前
二
項
に
定
め
る
免
責
の
措
置
を
免
責
期

　
限
が
到
来
す
る
日
の
翌
日
以
後
に
お
い
て
も
特
に
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要

　
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
政
令
で
、
特
定
義
務
の
根
拠
と
な
る
法
令

　
の
条
項
ご
と
に
、
新
た
に
、
当
該
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
免
責
に

　
係
る
期
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
項
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
つ
い

－
て
準
用
す
る
。

第
十
九
編
　
災
害
対
策
　
（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
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4
　
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
義
務
が
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な

　
い
事
由
に
よ
り
そ
の
履
行
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
場

　
合
に
つ
い
て
他
の
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ

　
ろ
に
よ
る
。

　
（
債
務
超
過
を
理
由
と
す
る
法
人
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
特
例
に
関
す

　
る
措
置
）

第
五
条
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
そ
の
財
産
を
も
っ
て
債
務
を
完
済
す
る
こ
と

　
が
で
き
な
く
な
っ
た
法
人
に
対
し
て
は
、
第
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
政

　
令
で
こ
の
条
に
定
め
る
措
置
を
指
定
す
る
も
の
の
施
行
の
日
以
後
特
定
非
常

　
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定

　
め
る
日
ま
で
の
問
、
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
す
る
こ
ど
が
で
き
な
い
。
た

　
だ
し
、
そ
の
法
人
が
、
清
算
中
で
あ
る
場
合
、
支
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

　
い
場
合
又
は
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

　
い
コ

2
　
裁
判
所
は
、
法
人
に
対
し
て
破
産
手
続
開
始
の
中
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に

　
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
法
人
に
対
し
て
破
産
手
続
開
始
の
決
定

　
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
決
定
を
留
保
す
る
決
定
を
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
裁
判
所
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
係
る
法
人
が
支
払
を
す
る
こ
と

　
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
他
同
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す
べ
き
第

　
一
項
に
規
定
す
る
事
情
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
申
立
て
に
よ
り

　
又
は
職
権
で
、
そ
の
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

4
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
三



．
第
十
九
編
　
災
害
対
策
　
（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
）

　
で
き
な
い
。

5
　
第
一
項
本
文
の
法
人
の
理
事
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
は
、
特
定
非
常
災
害

　
発
生
日
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
他
の
法
律
の

　
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
法
人
に
つ
い
て
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
す

　
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
、

　
　
　
　
（
平
一
六
法
七
六
・
平
一
八
法
五
〇
・
一
部
改
正
）

　
（
民
箏
調
停
法
に
よ
る
調
停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
に
関
す
る
措
置
）

第
六
条
　
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
借
地
借
家
関
係
そ
の
他
の
民
事
上
の
法
律
関

　
係
に
著
し
い
混
乱
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
区
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も

　
の
に
特
定
非
常
災
害
発
生
日
に
お
い
て
住
所
、
居
所
、
営
業
所
又
は
事
務
所

　
を
有
し
て
い
た
者
が
、
当
該
特
定
非
常
災
害
に
起
因
す
る
民
事
に
関
す
る
紛
・

　
争
に
つ
ぎ
、
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
当
該
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら

　
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間

　
に
、
民
事
調
停
法
に
よ
る
調
停
の
申
立
て
を
す
る
場
合
に
は
、
民
事
訴
訟
費

　
用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）
第
三
条
第
一
項
の

　
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
申
立
て
の
手
数
料
を
納
め
る
こ
と
を
要
し
な

　
い
。

　
　
（
建
築
基
準
法
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
存
続
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措

　
置
）

第
七
条
　
建
築
基
準
法
第
二
条
第
三
十
五
号
の
特
定
行
政
庁
は
、
同
法
第
八
十

　
五
条
第
一
項
の
非
常
災
害
又
は
同
条
第
二
項
の
災
害
が
特
定
非
常
災
害
で
あ

　
る
場
合
に
お
い
て
、
被
災
者
の
住
宅
の
需
要
に
応
ず
る
に
足
り
る
適
当
な
住

　
宅
が
不
足
す
る
た
め
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
期
間
を
超
え
て
当
該
被
災
者

三
三
四

　
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
応
急
仮
設
建
築
物
で
あ
る
住
宅
を
存
続
さ
せ

　
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認

　
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
更
に
一
年
を
超
え
な
い
範
囲

内
に
お
い
て
同
項
の
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
延
長

　
に
係
る
期
間
が
満
了
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す

　
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

　
　
　
　
（
平
九
法
五
〇
・
平
一
四
法
八
五
・
平
一
六
法
六
七
・
平
一
八
法
九
二
．
平
二
〇
法
四

　
　
　
〇
・
一
部
改
正
）

　
（
景
観
法
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
存
続
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置
）

第
八
条
　
市
町
村
長
は
、
景
観
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
非
常
災
害
又
は
同
条

　
第
二
項
の
災
害
が
特
定
非
常
災
害
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
被
災
者
の
住
宅

　
の
需
要
に
応
ず
る
に
足
り
る
適
当
な
住
宅
が
不
足
す
る
た
め
同
条
第
四
項
に

　
規
定
す
る
期
間
を
超
え
て
当
該
被
災
者
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
応
急

　
仮
設
建
築
物
で
あ
る
住
宅
を
存
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
こ
れ
を
存

　
続
さ
せ
て
も
良
好
な
景
観
の
形
成
に
著
し
い
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き

　
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
更
に
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

　
て
同
項
の
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
延
長
に
係
る
期

　
間
が
満
了
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き

．
も
、
同
様
と
す
る
。

　
　
　
　
（
平
一
六
法
｝
一
一
・
追
加
）

　
　
　
附
　
則
　
抄

　
　
（
施
行
期
日
等
）

1
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
〔
日
法
八
九
一
八
・
九
〕
⑳

、



別添3

第5517号報官木曜日平成23年3月17日1

鯛
糞
紆
頭
一
騎
鰭
蛇
舶
日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

　編集・印刷
独立行政法人国立印刷局

〔
規

貝
1
」

、．．ノ

O
人
事
院
規
則
一
〇
1
五
（
職
員
の
放
射
線

　
障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事

　
院
規
則
（
人
事
院
一
〇
1
五
一
五
）

O
人
事
院
規
則
一
五
－
一
四
（
職
員
の
勤
栃

　
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正

　
す
る
人
事
院
規
則

　
（
同
一
五
－
一
四
－
二
八
）

O
人
事
院
規
則
一
五
一
一
五
（
非
常
勤
職
員

　
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正

　
す
る
人
事
院
規
則

　
（
同
一
五
－
一
五
－
一
一
）

〔
告

示
〕

O
地
方
自
治
法
第
二
百
九
十
一
条
の
三
第
一

　
項
の
規
定
に
よ
り
広
域
連
合
の
規
約
の
変

　
更
を
許
可
し
た
件
へ
総
務
八
二
）

O
開
設
計
画
の
認
定
を
受
け
た
者
の
名
称
の

　
変
更
に
関
す
る
件
（
同
八
三
）

O
特
定
基
地
局
の
開
設
に
関
す
る
計
画
の
認

　
定
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
同
八
四
）

O
原
戸
籍
が
滅
失
し
た
件
（
法
務
一
二
四
）

O
信
託
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

一
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措

　
置
を
定
め
る
政
令
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

　
事
務
の
指
定
に
関
す
る
件
（
同
一
二
五
）

○

　
O
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

　
　
．
（
同
一
．
一
六
）

　
O
ガ
ー
ナ
共
和
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関

　
　
す
る
日
本
国
政
府
と
ガ
ー
ナ
共
和
国
政
府

　
　
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

　
　
　
（
外
務
八
一
）

　
○
食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
コ
モ

　
　
ロ
連
合
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関

　
　
す
る
件
（
同
八
二
）

　
O
関
税
表
刷
行
の
た
め
の
国
際
連
合
の
設
立

　
　
に
関
す
る
条
約
等
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国

　
　
に
よ
る
廃
棄
に
関
す
る
件
（
同
八
三
）

　
O
C
A
D
ト
レ
ー
ス
技
能
審
査
の
認
定
法
人

　
　
等
の
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
件

　
　
　
（
厚
生
労
働
五
五
）

　
O
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の

　
　
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
頒
に
関
す

　
　
る
法
律
第
三
条
第
二
項
の
焼
定
に
基
づ
き

　
　
同
条
第
一
項
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期

　
　
間
の
延
長
に
関
し
当
該
延
長
後
の
満
了
臼

　
　
を
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
と
す
る

　
　
措
置
を
指
定
す
る
件
（
同
五
六
｝

　
O
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適

　
　
正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
地
鶏

　
　
肉
、
有
機
農
産
物
、
何
機
加
工
食
品
、
有

　
　
機
飼
料
及
ぴ
有
機
畜
産
物
に
つ
い
て
の
登

　
　
録
認
定
機
関
の
登
録
の
失
効
に
関
す
る
件

　
　
　
｛
農
林
水
産
六
二
・
り
）

　
O
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適

　
　
正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

　
　
登
録
認
定
機
関
の
登
録
を
更
新
し
た
件

　
　
　
（
同
六
二
τ

　
O
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

　
　
　
（
同
六
二
二
～
六
三
七
）

　
O
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

　
　
　
（
国
土
交
通
ニ
ヒ
一
、
二
七
二
）

ニニ三

［
＞三三1匹1

五七＝

（．〉

O
船
舶
安
全
法
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定

　
に
基
づ
き
、
型
式
承
認
を
し
た
件

　
（
同
ニ
ヒ
三
～
．
一
ヒ
六
｝

O
都
市
計
画
に
関
す
る
件
（
同
』
ヒ
ヒ
）

O
都
市
公
園
の
供
用
を
開
始
す
る
件

　
（
関
東
地
方
整
備
局
八
▽

O
都
市
計
画
に
関
す
る
件

　
（
北
陸
地
方
整
備
局
一
六
）

O
都
市
計
画
に
関
す
る
件

　
（
近
畿
地
方
整
備
局
五
九
）

O
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
評
価
員
の
氏

　
名
を
変
更
し
た
件
（
同
穴
り
～
六
四
）

O
道
路
に
関
す
る
件
（
同
六
五
、
六
ヒ
）

O
都
市
計
画
に
関
す
る
件

　
（
中
国
地
方
整
備
局
三
四
）

O
道
路
に
関
す
る
件

　
（
九
州
地
方
整
備
局
五
三
、
五
四
）

O
都
市
計
画
に
関
す
る
件
（
同
五
五
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣
　
外
務
省

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

平
成
六
年
人
妻
院
公
示
第
卜
四
号
の
一
部
改

正
に
関
し
、
決
定
し
た
件
（
人
事
院
公
示
六
）

労
　
　
働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

・ヒノ、ノし
一。、5

ビ）
）

〔
資

料
〕

閣
議
決
定
等
廓
項

機
械
受
注
統
計
調
査
報
告

一
月
）
（
実
績
）
（
内
閣
府
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

（
平
成
二
士
．
一
年

官
庁

　
財
団
、
司
法
書
士
懲
戒
処
分
関
係

裁
判
所

　
相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

　
破
産
、
免
責
、
復
権
、
特
別
清
算
、
再
生

　
関
係

地
方
公
共
団
体

　
教
育
職
員
免
許
状
失
効
関
係

会
社
そ
の
他

．
⊃

三
三
尋
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臨
ヨ
　
渇
叫
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置
型
ニ
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田
田
廿
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o
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蹄
欝
o
o

　
敲
諜
　
困
苦
窓
柑
＝
油
ご
円
餅

蒔
ヨ
糾
叫
薯
薄
⑨
図
蕗
簸
N
『
四
一
鴎
疎
＝
l
O
2
迎

　
油
藩
熱
　
困
哲
㎝
¢
柑
H
一
曲
♂
血
餅

歯
ヨ
　
渦
知
嚢
煮
藻
図
汁
E
除
＃
昌
㎝
へ
蹄
H
㎝
一
ω
。
“
巾

　
糞
溜
　
困
哲
畠
柑
“
血
曽
血
肝

　
田
農
　
愚
哲
お
相
図
泊
N
血
肝

　
翼
議
酷
　
唱
蔦
浸
柑
旨
画
養
田
許

甫
ヨ
　
ヨ
議
嵜
モ
強
図
h
与
田
丑
刈
↓
皿
一
①
蹄
一
一
8
ω

　
砲

　
鷺
髄
鵡
　
困
哲
9
柑
“
血
目
〇
四
時

甫
ヨ
矧
叫
袈
㌍
昌
図
醜
薗
一
↓
四
一
疎
一
ω
1
に
2
伽

　
田
磁
器
　
因
む
㎝
O
紺
O
血
ミ
口
許

　
瑞
爆
　
因
む
9
醤
①
池
一
〇
。
血
餅

　
田
潤
滑
　
将
鳥
悼
O
岳
O
油
器
口
許

　
出
涸
翼
　
和
鳥
目
柑
ム
血
5
口
許

｛
墨
　
苗
圃
知
細
菌
奇
鼎
暑
潮
旨
ω
o
。
畔
菅
一
〇
。

　
路
即
颯
　
困
苦
畠
柑
0
油
団
。
m
陪

歯
ヨ
十
糠
知
霊
前
研
錯
書
B
“
『
皿
ム
畔
ω
1
き
O
⑩

　
凋
君
黛
　
困
苦
思
醤
駆
血
曽
田
駐

　
悶
陶
煎
　
着
鳥
8
耕
ω
血
刈
田
昨

O
外
務
省
告
示
第
八
十
一
号

　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
日
に
ア
ク
ラ
で
、
ガ
ー
ナ
共
和

国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交

換
が
ガ
ー
ナ
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
．
、

1
　
援
助
の
目
的
及
び
内
容
　
貧
困
削
減
に
向
け
た
努
力

　
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
貧
困
削
減
に
係
る
計
画
等
に

　
充
当
す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与

2
　
　
　
　
　
二
億
円

官

　3

日曜木平成23年3月17日

　
贈
与
額

　
署
名
者

日
本
側

ガ
ー
ナ
側

片
上
慶
一
在
ガ
ー
ナ
大
使

ア
ル
ハ
ジ
・
ム
ハ
マ
ド
・
ム
ム
ニ
外
務
・

地
域
統
合
大
臣

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
　
松
本
　
剛
明

O
外
務
省
告
示
第
八
十
二
号

　
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
に
モ
ロ
ニ
で
、
食
糧
援
助
に

関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
コ
モ
ロ
連
合
政
府
と

の
間
に
行
わ
れ
た
。

1
　
援
助
の
目
的
及
び
内
容
　
千
九
百
九
十
九
年
の
食
糧

　
援
助
規
約
に
関
連
し
て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
の
た
め
の

　
生
産
物
及
び
役
務
の
購
人

2
　
贈
与
額
　
一
億
四
千
万
円

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
士
ハ
号

3
　
贈
与
の
供
与
期
限
　
平
成
二
卜
三
年
三
星
一
．
ト
一
日

　
ま
で

4
　
署
名
者

　
日
本
側
　
川
口
哲
郎
在
コ
モ
ロ
大
使

　
コ
モ
ロ
側
　
フ
ァ
ー
ミ
・
サ
イ
ー
ド
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
外

　
　
　
　
　
　
務
・
協
力
大
臣

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
ヒ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
．
臣
　
松
本
　
剛
明

O
外
務
省
告
示
第
八
十
三
号

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
政
府
は
．
次
の
条
約
及
び
謙
定
書

を
廃
棄
す
る
旨
を
平
成
二
十
三
年
一
月
十
三
日
に
ベ
ル

ギ
丁
王
国
政
府
に
通
告
し
た
．

一
　
明
治
二
十
三
年
七
月
五
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
署
名

　
さ
れ
た
「
関
税
表
刊
行
の
た
め
の
国
際
連
合
の
設
立
に

　
関
す
る
条
約
」

二
　
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
十
六
日
に
ブ
リ
ユ
ゥ
セ
ル
で

　
作
成
さ
れ
た
「
千
八
百
九
十
年
七
月
五
日
ブ
ラ
ッ
セ
ル

　
で
署
名
さ
れ
た
関
税
表
刊
行
の
た
め
の
国
際
連
合
の
設

　
立
に
関
す
る
条
約
、
関
税
表
刊
行
の
た
め
の
国
際
事
務

　
局
を
設
立
す
る
条
約
の
実
施
規
則
及
び
署
名
調
書
を
修

　
正
す
る
議
定
書
」

　
よ
っ
て
，
こ
の
廃
棄
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
．

　
（
平
成
二
十
三
年
二
月
十
日
付
け
在
本
邦
ベ
ル
ギ
ー
王

国
大
使
館
口
上
樽
）

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
　
松
本
　
剛
明

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
五
号

　
技
能
審
査
認
定
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
労
働
省
告
示
第

五
十
四
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
九
年
三

月
十
八
日
付
け
で
認
定
し
た
C
A
D
ト
レ
ー
ス
技
能
審
査

を
実
施
す
る
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
か
ら
、
同
規
程
第

五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
し

た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
規
程
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
、

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
ヒ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

一
　
変
更
前
の
認
定
法
人
等
の
事
拐
所
の
所
在
地

二三

東
京
都
文
京
区

変
更
後
の
認
定
法
人
等
の
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
新
宿
区

変
更
の
時
期

平
成
二
十
二
年
九
月
二
卜
七
日

　
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
継
に
関
す
る
法
徳
へ
平
成
八
年
法
律
第
八

十
五
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
の
延
長
に
関
し
当
該
延
長

後
の
満
了
日
を
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
巳
と
す
る
措
皿
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
細
川
　
律
夫

対
象
と
な
る
特
定
権
利

利
益

鞭
齷
齷
漱
欝
㌫
難
灘
鸚
鵡
響
一
、
篠
噸
、
纐
瀟
塞
柳

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
際
し
、
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
こ
年
法
律
第
百
十
八

号
）
が
適
用
濁
れ
た
市
町
村
の
区
域
（
東
京
都
の
区
域
腱
除
丈
以
下
「
特
定

被
災
区
域
」
と
い
う
、
）
内
に
在
る
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）

対
　
　
象
　
　
者

特
定
被
災
区
域
内
に
保
険
医

療
機
関
又
は
保
険
薬
局
を
有

す
る
者

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
有
料
の
職
業
紹
介
事
業
の
許
可

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る
事
物
所
を
有
す
る
者
（
平
成
二
十
三
年
四
月
九
日
ま
で
に
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
者
を
除
く
）

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
者
（
平
成
二
十
三
年
四
月
九
日
ま
で
に
当
該
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
蕎
を
除
く
．
）

児
童
福
祉
法
へ
昭
和
二
卜
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
養
育
里
親
名
簿
へ
の
登
録

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る
者

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
一
一
．
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
総
合
衛
生
管
理
製
造
過
程
の
承
認
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
製
造
所
又
は
加
工
所
に
係
る
も
の
に
限
る
、
）

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所
又
は
加
工
所
を
有
す
る
者

食
品
衛
生
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
営
業
の
許
可
（
特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
営
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
、
）

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所
を
有
す
る
着

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
仲
第
百
三
十
八
号
）
第
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
旅
館
業
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
承
継
の
申
請
（
特
定
被
災
区
域
内
に
お
い
て
経
営
さ
れ
る
旅
館
業
に
係
る
も
の
に
限
る
．
｝

特
定
被
災
区
域
内
に
お
い
て
経
営
さ
れ
る
旅
館
業
を
承
継
す
る
昔

特
定
被
災
区
域
内
に
居
佐
地
を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所
若
し
く
は
営
業
所
又
は
店
舗
を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
向
精
神
薬
営
業
所
を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
薬
局
を
有
す
る
肖

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所
を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所
を
有
す
る
昔

薬
事
法
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
蜆
定
に
基
づ
く
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
、
化
粧
品
又
は
医
療
機
器
の
外
国
製
造
業
者
の
誌
定

特
定
被
災
区
域
内
に
に
お
い
て
外
国
製
造
業
者
の
認
定
の
申
請
を
す
る
者

懸
灘
癬
憲
㈲
騎
翫
灘
灘
雛
鍬
魂
纏
糖
麟
艘
劔
菌
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
，
）

特
定
被
災
区
域
内
に
お
い
て
登
録
紹
証
機
関
の
登
録
の
申
請
を
す
る
蕎

’
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